
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

前回のリーマン・ショックからの回復につづいて、今回の主題『アメリカの太平洋

経済戦略』の戦略というアメリカらしさを感じる講座でした。 

その真っ只中のＴＰＰですが、日本において、一般人にとっての損得、特定産業の

損得はある程度予測は出来るが、日本全体としての損得は霧の中という感じがしまし

た。アメリカの実際の経済上の戦略という立場からいえば中国を見据えていることも

明らかのようだ。 

では、なぜ太平洋経済戦略か？というのが講義の一連の流れでありました。まさに

アメリカの諸相です。 

 

今日の受講生４０名 

 

 以下は、講義風景です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国際社会学 現代アメリカらしさの諸相 ＰａｒｔⅡ 

第三回 平成２６年１１月１５日（土）10：00～12：00 

アメリカの太平洋経済戦略 

ＴＰＰと日本経済 

講師：東京外国語大学 大学院准教授 蒲生 慶一 氏 

  



＜講義風景＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

講義の表紙 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以下は、講座のレジメです 

パワーポイントを私なりにグループ化しました。不整合があった場合御免なさい。 

 

 



■米国の経済成長とその要因・特徴のレジメ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■米国の通商政策  のレジメ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

↑・リーマン・ショック後、２％ぐらいのＧＤＰ推移 

・その構成比からみると、次の「米国の経済成長の特徴」を知ることができる 

① 実質ＧＤＰの景気循環は設備投資の増減によって生じ 

② 経済成長の安定的要因は個人消費支出の増加 

③ 純輸出の経済成長への寄与は相対的に小さい 

 ⇒２００９年オバマ大統領 もうちょっと成長・安定化したい。そのためには輸出をしたい。 

 

 

 

 

↑・アメリカの通商政策の歴史を見ると 

 アメリカの強い時代 → 「一方的な自由貿易主義」 

 ・貿易摩擦の問題が起こり始めたころから 

   フェアの貿易へ → 「公正貿易主義」 

 ・そして、通商政策のアプローチとしては 

   多国間主義 → 地域主義 

   及び 単独主義 



■新興国の存在感と東アジアの経済成長のレジメ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■貿易構造（相手国と輸出入品目）のレジメ 

 特徴的な国の貿易構造を「輸出入の相手国」と「輸出入品目」について見る 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

↑・世界のＧＤＰシェアの変遷を見ると 

 Ｇ７の時代 → 新興国の時代に 

 ・そして、東アジアの経済成長が著しい 

  ⇒ ここに太平洋経済戦略の意図があると言える 

 ・そして、通商政策のアプローチとしては 

   多国館主義 → 地域主義 

   及び 単独主義 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■自由貿易の利益のレジメ 

 そもそも、自由貿易とは何か？を簡単な図式で理解する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

↑・全体的に見ると、貿易国は自分に近い所が多い 

  例外としては、中国、米国・・・グラフでその他の率が多い 

 ・品目についても出入の品目が多くなっている 

  分業化されて、組み立ては賃金の安い国で行う傾向が強い 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ＴＰＰ関連のレジメ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

↑・上記は仮の数値で単純化した説明 

 ⇒「比較優位」に基づいて行うと、世界の生産性はアップし、お互いが利益を得る 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■配られたレジメにはなかったが、関税についての情報が開示された 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

↑ 当初４ヶ国でスタートした・・・シンガポール、ニュージーランド、チリ、ブルネイ 

・中国は参加していない 

  ・東アジアの参加は少ない。韓国も参加していない 

  ※アメリカも２０１０年から参加 ・・・ 太平洋経済戦略のひとつとして 

 



 

 

 

 

 

 

■集合行為論と地域貿易協定の効果のレジメ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以上です。 

↑ ・このレジメは、最後の「地域貿易協定の効果」の欄でまとめられている 

     貿易創造効果 

     貿易転換効果 

     競争的自由化 

 

↑ ・日本はかなりの品目で関税率が低い 

  ・アメリカは意外に繊維及び衣類が高い 

  ・中国、韓国はＴＰＰに参加していないが、農産品の関税率が高い。 

   将来、問題になるか？ 


